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論 文 内 容 の 要 旨 
 自動網赤血球解析装置R-3000はアルゴンレーザーによるフローサイトメトリーの原理を用いる。血球内の残
存 RNAをオーラミン Oで染色し網赤血球の成熟度の違いを検出する。我々は R-3000を使用して血液疾患患者
111人より採取した骨髄血および末梢血119検体を解析した。 
 パラメーターは骨髄および末梢血の網赤血球比率(reticulocyte%、RET%)および未熟網赤血球分画比率








ものであり、BM/PB reticulocyte ratioは骨髄異形成症候群の診断に有用であると考えられた。 
 






 方法は自動網赤血球解析装置 R-3000を使用して血液疾患患者 111例より採取した骨髄血および末梢血 119
検体の網赤血球を測定した。パラメーターは骨髄および末梢血の網赤血球比率(reticulocyte%：RET%)および未
熟網赤血球分画比率(Immature Reticulocyte Fraction%：IRF%)とその骨髄・末梢血比(BM/PB reticulocyte 








り、BM/PB reticulocyte ratioは骨髄異形成症候群の診断に有用な指標であると考えられた。 
 本研究は自動網赤血球解析装置を利用した骨髄、末梢血網赤血球測定の臨床的有用性を示したものであり、
したがって著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判断された。 
